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研究室紹介   

環境解析学講座は大講座で広い意味での環境関

連の研究者で構成されています。百島研究室はそ

の中の一つで、主に環境放射能研究を行っていま

す。環境トリチウムは研究室の環境放射能研究の重

要な部分を占めています。 

研究テーマ  

（１）環境トリチウムレベル把握 

様々な環境試料のトリチウム濃度測定を行い、我が

国の環境レベルを明らかにしてきました [1]。環境ト

リチウム濃度に対応した低レベル測定法と適切な試

料前処理法の開発を進め、雨、河川水、海水など

の各種環境水、大気、植物等有機物を分析してい

ます。 

（２）森林生態系のトリチウム動態 

土壌表面に堆積している枯葉や腐葉は生きている

植物より高いトリチウム比放射能であることを見出し

ました。原因は高いトリチウム比放射能をもつ大気

中水素が、土壌微生物により HTO に酸化されるた

めです[2]。化学形変化を伴うトリチウムの環境動態

が起こっていることを明らかにしました。 

（３）大気水素中トリチウムの化学形評価 

核融合炉では元素状トリチウム（T2）を取扱うため、

一般環境の元素状トリチウムの知見は重要です。ま

た、大気水素ガス中トリチウム濃度の減少は予想よ

り遅い速度で進んでいます。元素状トリチウムの現

核施設からの環境放出が原因と考えられますが、

はっきりしたことはわかっていません。そこで原因究

明の一環として大気水素中トリチウムの化学形（T2、

TH）解明を進めています。 
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